
完成図 組立て部品

1.アジャスターをベースに取付けます。 2.支柱（下）を取付けます。 3.起こします。

対応スピーカーサイズ

＜使用ボルト類＞

⑪ボルトM-A（M6×8mm）×12本

⑫ボルトM-B（M6×20mm）×2本

6mm

8mm

6mm

20mm

⑬六角レンチM-C(4mm)×1本

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（EEX-SPST05BKなど）と
　下記の部品番号（①～⑬）と部品名（アジャスターなど）をお知らせください。

高さ調整機能付きスピーカースタンド（EEX-SPST05シリーズ）組立説明書
組立説明書は大切に保管してください。
この製品を第三者に貸し出すときは、この説明書も共に
貸し出し、よく読んでから使用するようご指導ください。

＜用意していただくもの＞
・メジャー
・手袋（組立て時のケガ等を防ぐために着用をおすすめします）

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。 Ver.1.0

①ホルダー×2個

②支柱（上）×2本

④ベース×2個

③支柱（下）×2本

⑧ワッシャー×4枚

⑦ノブボルト×4個

⑤カバー×2個

⑥固定バー×4個
⑨アジャスター×9個
※うち1個は予備です。

⑩スパイク×9個
※うち1個は予備です。耐荷重：5kg

幅
127～254mm

③支柱（下）

※同様にもう1本も取付けます。※同様にもう1個も取付けます。 ⑪ボルトM-A（M6×8mm）

6mm

8mm

⑪ボルトM-A

⑨アジャスター

④ベース

起こす



4.カバーを取付けます。 5. 支柱 (下 )に支柱 (上 ) を固定します。

7. ストッパーの位置を調節します。 8.ホルダーにスピーカーを載せ、固定します。

6.ホルダーを取付けます。

ノブボルト

緩める

支える

※同様にもう1個も取付けます。 ※同様にもう1本も固定します。

❷支柱(上)を固定します。❶支柱(下)に支柱(上)を差し込みます。

⑪ボルトM-A（M6×8mm）

6mm

8mm

⑤カバー

⑪ボルトM-A

③支柱（下）

②支柱（上）

※同様にもう1個も取付けます。
⑫ボルトM-B（M6×20mm）

6mm

20mm

切り欠き

ストッパー

ストッパー

切り欠き

⑫ボルトM-B

①ホルダー

※同様にもう1個も調節します。

伸ばす

mm

＜幅220mmの場合＞

目盛を合わせる ※「mm」と書いてある方の
　目盛を合わせます。

締める緩める

ストッパー調節ボルト

スピーカー(別売)
ストッパー

メジャーなど

❶スピーカーの幅を測ります。 ❷ストッパー調節ボルトを緩め、
　スピーカー幅に合わせて、ストッパーの位置を調節します。

※同様にもう1個も固定します。

引っ張る

＜後ろから見た図＞
※スピーカーとスタンドの
　中心が合っていることを
　確かめてください。

スピーカー
(別売)

中心

＜注意＞
可動部に指などを挟まない
ようにご注意ください。

＜注意＞
この作業は必ず大人2人以上
で行ってください。

ストッパー

スピーカー(別売)

①ホルダー

②支柱（上）

※支柱（下）の
　穴位置と
　合わせます。



スパイクを使用する場合

9. 固定バーを取付けます。 10. スピーカーケーブルを接続して完成です。

※同様にもう1方も取付けます。

⑥固定バー

押さえる

⑧ワッシャー

⑦ノブボルト

⑥固定バー

締める

※同様に正面も固定します

※同様にもう1本も接続します。

余剰ケーブル

❶支柱（上）の穴にスピーカーケーブルを通し
　接続します。

❷ベースの下側から余剰ケーブルが無くなるまで
　スピーカーケーブルを引きます。

余剰ケーブルが
無くなるまで引く

穴

スピーカー
ケーブル(別売)

※同様にもう1本も取付けます。

＜注意＞機器を外してから作業を行ってください。

倒す

起こす

⑩スパイク⑨アジャスター



高さと向きの調節方法

可動部分で指をはさまないように
注意してください。 その他

安全の為に注意していただく点

CG/AG/TKDaC

イーサプライhttps://www.esupply.co.jp
運 営 会 社：山 陽トランスポート有 限 会 社
岡山県倉敷市児島稗田町1861　TEL： 086-473-9152
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＜注意＞機器を載せた状態で調節しないでください。

ノブボルト

締める
緩める

支柱を手で支えてノブボルトを回してください。
※調節後はしっかりと締め付けてください。

●耐荷重を超える機器は載せないでください。
●機器を取付けた状態で移動させないでください。
●平らな面にしっかりと設置してください。
　また、ぐらつきがある状態で使用しないでください。
●不安定な角度で使用しないでください。
●可動部で指などを挟まないようにご注意ください。
●本製品を振動のある場所に設置しないでください。
●用途以外で使用しないでください。
●部品が外れたままで使用しないでください。
●ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●本製品を分解・修理・加工・改造はしないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ホコリや静電気、油煙の多い
　場所で使用・保管しないでください。
●本製品を水などの液体で濡らさないでください。
　また、濡れた手で触れないでください。
●お子様には本製品や付属品を触れさせないでください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの
　揮発性有機溶剤が含まれているものは使用しないでください。
●本製品の故障、またはその使用によって生じた事故や直接、間接の
　損害については弊社はその責を負わないものとします。
　あらかじめご了承ください。

以上の点に注意して取扱ってください。


